
これまで 

導入（低学年） 

わらべうたや遊びうたを通し

て、日本の音楽の響きに親し

む。 

 

「にほんのうたをたのしもう」

（１年） 

「日本のうたでつながろう」

（２年） 

 

今回 

拡充（中学年） 

地域で親しまれている祭り囃子

や民謡に触れる。 

 

「ちいきにつたわる音楽でつな

がろう」（３年） 

「ちいきにつたわる音楽に親し

もう」（４年） 

「日本の音楽でつながろう」（４

年） 

これから 

深化（高学年） 

雅楽、歌舞伎、文楽などの伝統

芸能を鑑賞し、日本の伝統や文

化への理解を深める。 

 

「日本の音楽に親しもう」（５

年） 

「日本や世界の音楽に親しも

う」（６年） 

 

発展（中学校） 

歴史的・文化的背景や他の芸術

との関わりを理解し、音楽の多

様性について自分なりに考え

る学習へと発展する。 

●子供たちに残したい考え方(中核的な概念) 

日本の音階や旋律の特徴（音楽を形づくっている要素）を聴き取り、そ

れらがもたらす雰囲気（曲想）を捉え、日本の伝統や文化に親しむ。 

●題材を貫く問い 

日本の音階や旋律の特徴、和楽器の音色は、どのようなよさや面白さを生み出しているのだろうか。 

自由進度学習 題材デザインシート 

題材名【 日本の音楽でつながろう 】 学年【４年】 

 

１ 我が国や郷土の音楽を学ぶ題材の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子供たちに残したい考え方(中核的な概念) 

 

 

 

 

 

 

３ 題材を貫く問い 

 

 

 

 

 



４ 学習ブース・ガイド 

ブース分類 ブース名 具体的なねらい・活動内容 

① 目標到達系 

A 日本の音楽発見処 

B ことのへや 

C 旋律創作処 

A ことの音色に親しみながらきく。 

・「さくらさくら」の旋律がどのように変化

していくのか注目し、味わいながら聴く。図

形楽譜でも表現する。 

B 楽器に触れて伝統音楽を肌で感じる。 

・ことで「さくらさくら」を演奏する。 

C 日本の音階のよさを感じ取りながら、せん

りつをつくる。 

・３人の組になり、それぞれが作った旋律を

つなげて、８小節のまとまりのある旋律を工

夫してつくる。 

② インセンティブ系 A 日本の音楽発見処 

A ほかの楽器で演奏される音楽をきいて、日

本の楽器の音色の違いに気づく。 

・「津軽じょんから節」「てぃんさぐぬ花」を

きいて、気づいたことを記録する。 

③ 非同期協働系 

A 日本の音楽発見処 

C 旋律創作処（ブースでは

ないか？） 

A 図形楽譜を見合い、感じたことを共有す

る。 

・図形楽譜をファイリングする。 

 


